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 当寺院のすぐ横には新中川という川が流れています。５月は新緑が薫り散歩をするには気持ち良い

季節です。先日、川沿いを散歩しておりますとジェットスキーで川の上を東京湾の方向に走らせてい

る２台のモーターボートを見かけました。ここに引っ越して来た頃は珍しく思い見てましたが最近で

は見慣れた光景になりました。そのマリンスポーツに楽しんでいる光景を見ながらボートが向かうで

あろうその先の海のことを思いました。 

 前回の寺報にも書かせていただきましたが私の実家は鹿児島県にあります。そこは海沿いの小高い

場所にありお寺の本堂から海が見えます。毎日のように海を見て育ちましたので今でも海を想像する

ことは私にとっては難しいことではありません。当然のように夏は海水浴もしましたのでその味まで

はっきり覚えております。さて、ここでは私が思う海の特徴をお伝えするのではなく、親鸞聖人が慶

ばれた海の特徴を本願寺派司教であられる森田真円和上のお言葉を引用しお伝えいたします。「仏様

のこころは海に譬えられます。海にはさまざまな河川が流れ込みます。清流もあれば、濁流もありま

す。それらを委細かまわずのみこんでしまうのが大海です。そして流れ込んだ河川の水は、みな同一

の塩味になってしまいます。いくら泥水をのみこんでも、海の塩味が変わることはありません。この

ように、他をして自らに同化させ、自らは他によって変化しない性質を備えておられるのが、仏様の

心であり、仏様の世界なのです。」この森田和上のお言葉の中で「いくら泥水をのみこんでも、海の

塩味が変わることはありません」というところは特に有難く思えます。この「泥水」が私であると思

えた時、親鸞聖人がお示しくださった阿弥陀様のお救いである、生死の大問題を超えて行く本当のよ

りどころがそこにあります。そして真実の海の存在を告げるお言葉が「南無阿弥陀仏」であるんだよ

と教えてくださいました。親鸞聖人の詩(和讃)には「尽十方無碍光の大悲大願の海水に、煩悩の衆流

帰しぬれば智慧のうしほに一味なり」（『高僧和讃・曇鸞讃』）とあります。５月２１日はその親鸞聖

人のお誕生日「降誕会・ごうたんえ」であります。                 合掌 

                                               

５月、６月の行事予定 

◆「写経・体操・かくれ念仏から学ぶ」 

コロナ禍により体調がすぐれない方も増えてきているように思えます。そこで住職鍼灸師、坊守指

圧師という資格を生かし、健康維持にもお役に立てる集まりにしたいという思いもあり、時間内に体

操も取り入れました。お気軽にご参加下さい！ 

日時 ①５月２０日（木） １４時～    ②６月１７日（木） １４時～   

場所 タワーホール船堀 ４０２会議室         場所 タワーホール船堀 ４０２会議室 

江戸川区船堀４－１－１ 都営新宿線「船堀駅」徒歩１分 

 

参加費   妙蓮寺クラブ会員無料（初回のみ写経テキスト代別途かかります） 

会員外 毎回５００円＋初回のみ写経テキスト代別途 

  

お問合せ ０９０－６３４０－９０４０ 友岡まで 
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◇親鸞聖人お誕生日・降誕会法要（YouTube 限定公開） 

日時 令和３年５月２３日（日） 午後１４時～ ※１５分前から入れます。 

１４時～     読経『正信偈・和讃』  

～約５分休憩～       

１４時４０分頃～ 法話 講師・友岡晃二(釋栄玄)/妙蓮寺住職 

１５時１０分頃  終了 

  

前回の春季彼岸会法要では、当日配信の不具合にて後日録画の再配信となってしまい大変申し訳ご

ざいませんでした。今回はライブで配信できるよう頑張ります。どうぞご一緒にお参りいたしましょ

う！法要の数日前にＱＲコードをお知らせいたします。 

                                                

■ 妙蓮寺の預骨（お骨預かり）について 

納骨までのご遺骨保管でお困りの方に、２年間に限り当院内でのお預かりできるようになりました。 

〈特徴〉 １ ご本尊隣に設置した防火材鍵付き棚にて個別管理いたします。 

２ お預かり当日はご一緒に遷骨法要を行い、その後毎日読経を致します。 

３ 築地本願寺合同墓、大谷本廟（京都親鸞聖人墓所）の紹介ができます。 

４ 同意書にご署名・捺印を頂戴いたします。 

※料金２年間総合計８万円 

（お預かり当日の法要代込み。内３万円は保証金で、返骨の際ご返金いたします。） 

                                          

ぼうもり日記       ※ぼうもり（坊守）→住職と共に寺（坊）を支える者。浄土真宗の言葉。 

今年は春の花の開花が早いですね。桜が咲いた余

韻を楽しむ暇もなくハナミズキ、土手のさつきと次々

花開き、気づけば毎年楽しみにしているスズランまで見

頃を過ぎていたという慌ただしさです。気温が高いこ

とに加え自分も忙しいということもあるかもしれませ

んが、ふと立ち止まった時、大切なものをまた一つ忘

れたような気がして、胸がざわざわと息苦しくなりま

す。そんなある夕暮れ、川の向こう岸の工事現場にこ

いのぼりを見つけました。見ず知らずの方々のお計ら

いが、とても有難く心に沁みたひと時でした。 

                                          

蓮寺クラブご案内 （入退会自由）

～妙蓮寺とのご縁を大事に思ってくださる方々の集いです。皆さまのご協力お願いいたします。～ 

特典 お骨預かり、築地本願寺墓地紹介窓口、妙蓮寺式章・勤行聖典(お経本)贈呈、築地本願寺情報誌

(TUKIJI新報)毎月送付、法語カレンダー配布、バスツアーなど親睦会、その他 

年会費 ５０００円 

振込先 ゆうちょ銀行 口座記号番号 ００１３０-０-５８８０１９ 

加入者名 「妙蓮寺門信徒会」となっております。     お問合せ 090-6340-9040(友岡)  


